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高知県 

・高知県立高知江の口養護学校（病弱） 

・高知県立高知ろう学校（聴覚） 

・高知県立日高養護学校（知的） 

 

1. 3障害種においての「主体的・対話的で深い学び」 

 「主体的・対話的で深い学び」の実現について、障害のある児童生徒にとっては、その捉

えや、何をねらうのか、どういった方法で授業を展開するのかなどについて、障害種別ごと

の特性などを踏まえたものとなる必要があり、特別支援学校はもとより、地域の小・中学校

等における障害のある児童生徒の指導、支援においても課題となっているところである。そ

こで、本事業を活用して、特に先導的な実践が必要と考える聴覚障害、知的障害、病弱の 3

障害種の特別支援学校において「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた実践研究を県

の指定事業として実施し、その成果を広く普及させるとともに、県内では教育課程研究集会

で協議し更なる充実をはかることや、特別支援学校の地域支援などにおいて活用していく。 

 本事業初年度である平成30 年度は、各指定校において「主体的・対話的で深い学び」に

ついて教員の共通理解を深め、障害の特性などを踏まえた「主体的・対話的で深い学び」を

どのように捉えるのかを整理した。そのうえで、児童生徒の学びの姿や授業分析の視点を教

員が共通して捉えることができるように、取り組んだ。 

 
 
 
 
 
 

研究協力校（課程又は障害種） 

 

研究の成果 

 観点１： 

各モデル事業内、及び近隣自治体間における概念（用語）の共通理解・合意形成 
 



69 
 

2-1. 「主体的・対話的で深い学び方シー

ト(試案)」（高知県立高知江の口養護学校） 

 病弱教育における「主体的・対話的で深

い学び方シート(試案)」を作成し、授業改

善に取り組んだ（資料１）。若年教員を中

心としたワーキンググループで作成した

素案を基に全体で協議し、児童生徒の実態

を基に「主体的・対話的で深い学び」と考

えられる学び方を項目化している。このシ

ートによって、教員が授業を組み立てるう

えで「主体的・対話的で深い学び方」がで

きる授業になっているかを確認すること

ができ、指導案を作成する際に用いられる。 

 

 

 

 

 

 

 

2-2. 学習過程分析表（高知県立日高養

護学校） 

 高等部各学年第 1 回目の公開授業に向

けて「授業チェックシート」を作成し、活

用した。その取組状況について外部講師を

交え検討した。結果、「授業チェックシー

ト」より、「学習過程分析表」（資料２）で、

各授業における学習活動に「主体的・対話

的で深い学び」の各要素がどのように含ま

れているのかを整理し、公開授業の事後協

議等において活用していく方が、より効果

的であることが確認された。 

 

資料１ 主体的・対話的で深い学び方 

シート 

 

 
資料２ 主体的・対話的で深い学びの 

視点からの学習過程分析表（試案） 

 

 

導⼊

展開

まとめ

■深い学び : 学びの過程で「⾒⽅・考え⽅」を働かせ「そうなんだ！」
・学習活動を通して知識・技能を活動で⽣かす

・役割や⼿順を決めて活動し学ぶ（⾃分・相⼿の⼒が分かり、何をすべきかが分かる）
③仲間と問題（課題）を捉え解決する
・ゴールが分かり、ゴールに向けてプランニングし、仲間の状況を捉えて活動し、⾃⾝の⾏動を修正しながら⽬標を達成していくこと

・他者の成功・失敗を⾒て学ぶ
②役割の中で活動する
・仲間と同じ活動のなかで⾃分の役割を⾏う
・それぞれの役割を⾏う

・他者からの意⾒や情報を受けて、仲間に意⾒や情報を伝えて活動し学ぶ
・他者からの問いかけを受けて思考し活動する
・他者からの評価を受けて、相⼿を評価して学ぶ

・他者の⾒本を⾒て真似て学ぶ
・他者の活動を⾒て活動する
・他者の良さに気づいて⾃分の活動に活かす

■対話的な学び : 活動を通して学ぶ  かかわりを通して学ぶ
①他者からの情報を得て活動する
・周囲の雰囲気を感じて⾃分のすべきことに取り組む

・ほめ⽅
・修正の⽅法
・障害特性への⽀援

③活動中への⽀援
・学習活動への展開構成
・学習活動参加への⼿がかり

②⼿順理解
・分かりやすい指⽰（⾳声⾔語ー視覚情報ー⾒本ー⼀緒に）
・⼿順表

①環境設定
・物理的な環境設定（座席配置、道具の位置、教員の位置等）
・⾒通し

単元（題材）名

本時の⽬標

学 習 活 動 ■主体的な学び : 学習活動への参加 「できそう」と思える

・学習指導案に記載されている
ものを参考に記⼊すること。

・学習指導案に記載されてるものを参考に記⼊す
ること。

・本時の活動が、単元全体の中でどのように位置
づくのか、時間数や単元（題材名）が明らかに
なるよう記載すること。

・学習活動については、各活動における重視
したい点、⼯夫（改善）点等をもとに、授
業者が整理し⼤別すること。

・学習指導案「５本時の指導」−
「（３）学習の展開」にある内
容を参考に記⼊すること。
・各活動内容を明確にするため、
必要に応じて内容を追記するこ
とも可能である。

・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの
授業づくり・授業改善を実践するため、各視
点における要素を設定する。

・各要素の内容については、平成３０年度校
内研修会霜⽥先⽣の講義資料等を参照するこ
と。

・授業者が「本時の⽬標」を達成するため設定
した学習活動に、どのような要素が含まれて
いるか、分析し関連づける。

・関連付けの際は、各活動におけるそれぞれの
要素の重要度や優先度等をもとに整理するこ
と。

・本分析表は、学習指導案に添付すること。

・公開授業後の事後協議において、下の点をポイントし活⽤する。
■ねらい達成に向けて各視点に基づいた要素が設定されていたか。
■設定した学習過程の妥当性はどうであったか。
■上２点を受けての授業改善の⽅向性等

・事後協議を通し、各視点における要素項⽬の内容及び表記について
検討し、⽇⾼養護学校における分析表の作成を⽬指す。

観点２： 

教育課程・個別の指導計画の実施状況とその評価 
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3-1. 手話研修会による手話力の向上（高知県立高知ろう学校） 

 聴覚障害児童生徒への指導を行ううえで、教員の手話力の向上が望まれる。そこで、年間

10 回の手話通訳士による実践手話研修会及び校内手話検定を実施した（資料３）。これに

より、教員の手話力、コミュニケーション力が向上した。授業内容がより伝わるように手話

を活用することができ、児童生徒に合わせた学習環境を整えることができた。また、引き継

ぎ業務が円滑に行えるように、どういった形で教員が手話検定を行ってきたかを記録した。

さらに、新任者が学びやすいように学校行事等に関する手話を DVD でオンデマンド化し、

だれでも活用できるように環境を整えた。 

 
資料３ 手話検定の様子 

 

 

 

 

 

 

観点 3： 

個のニーズにあわせた指導法、学習環境・支援の工夫 



71 
 

3-2. ICT 機器を使用した「主体的・対話的で深い学び」（高知県立高知江の口養護学校） 

 これまでの「ユニバーサルデザインによる授業づくり」や「ICT機器活用の実践研究（デ

ジタル教科書の活用を含む）」で得られた成果を踏まえ、病弱特別支援学校において ICT機

器を有効に活用した「主体的・対話的で深い学び」をどのように捉え、授業を充実させるか

検討した。 

 病弱の児童生徒は、主体的に行うという点でつまずくことが多く、児童生徒が自らやって

みようと思う授業づくりには ICT 機器は効果的であった。例えば体育では、ドローンを操

作してリレーのコースを回ってみるといったことを行い、児童生徒の興味・関心を引き出し

て、主体的な授業参加へとつながった（資料４）。ICT機器の活用は児童生徒の苦手なこと

を「できるかも」という意識に変化させ、手元の操作で実現できる喜びが「またやってみた

い」という主体的な学びへと向かわせていることが推察される。また、ICT機器の活用によ

ってコミュニケーションの苦手さを軽減した対話的な学び方の授業事例も成果としてあげ

られた。 

 

資料４ ドローンを用いた体育の授業 

 
 

4. 地域の小・中学校、高等学校との連携（高知県立日高養護学校） 

 地域の小・中学校、高等学校との連携をはかり、地域の学校等の特別支援教育を担当する

教員の専門性の向上をはかるため、校内研修会の対外的な案内を行ったが、現状では参加者

を確保することが難しかった。効果的な周知の在り方や、協議を深めるための研修会の在り

方についてもさらなる検討が必要であることがわかった。 

 

 

 

 

観点４： 

障害のない幼児児童生徒・地域社会との交流及び共同学習の設定 
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5. 多面的な視点からの評価 

 各指定校において、それぞれ外部からの講師を招き、継続的に助言・指導を受けてい

る。また、県立高知江の口養護学校では、公開授業における学び方の観点による授業評価

票、及び学習者の振り返りシートによる授業評価、県立高知ろう学校では、アンケートに

よる自己評価（教員）及び児童生徒アンケート、県立日高養護学校では、公開研究授業に

関する「授業チェックシート」及び外部専門家による評価等を行っており、多面的な視点

からの学習評価・授業評価・学校評価を実施している。 

 

 

6. 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 県立高知江の口養護学校では、病気療養による学習空白や学び方の特性、少人数で学ぶ

ことが多い実態を踏まえ、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を実現したとき

の児童生徒の学びの姿について検討し、病弱教育における「主体的・対話的で深い学び方

シート（試案）」にまとめた。県立高知ろう学校では、障害によって聴覚情報が制約され

ることから、児童生徒にとってわかりやすい表現や方法になるよう、教員の手話力向上や

ICT機器を活用した授業づくりを中心に、情報伝達の工夫を行った。県立日高養護学校で

は、「主体的・対話的で深い学び」について各教員が項目を設定する「授業チェックシー

ト」を当初作成していたが評価をする際に難しさがあった。そこで、「主体的な学び」「対

話的な学び」「深い学び」が授業にどのように盛り込まれているのかを明確にするため

に、新たに共通した項目で分析する「学習過程分析表」を作成した。 

 カリキュラム・マネジメントと関連付けながら、各指定校において教員が主体的に自分

たちで考えながら作成・改善したツールを公開授業で活用し、現在の取組を捉え直し、課

題を整理していくことで「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなが

った。 

 また、平成30 年度の取組については、市町村の小・中学校にも公開している教育課程

研究集会や校内研修会の中で報告することで、取組の成果を地域に発信している。 

  

観点５： 

多面的な視点からの学習評価・授業評価・学校評価の実施 

観点 6： 

新学習指導要領に対応した特色ある取組 


